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(2) 腎に於けるアナフイラキジー現象を指標左しての研究
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特別掲載

緒実

アレノレギー性組織障碍の基礎慨念と目される従来の間

質性アレノレギーの基本方式に対し，純粋に血管（内膜を

合む〉内或は淋巴管内に反応の場を求める抗原抗体反

応があると云う想定のもとに，浜本 (1958）は，天野

(1948）の所謂二系性免疫論を基礎として， 管タ卜性及び

管内性抗原抗体反応と云う二型式の反応理念を新たに導

入し，種々な抗原を使用しての逆及び活動性アナフjラ

キシーの場合における実験的組織病変を，同様な機序に

よって起ると思われる数種疾患の人体剖検例における形

態学的変化と対比検討し，多種にわたるアレルギー性病

変は，抗原の性質と，その反応の場によって決定される

ものであるとして，複雑な様相を呈する抗原抗体反応の

病態機構を系統的に見事に統ーした。

著者も叉此の様な理念に基づいて，主として畑虫体腔

液及びその分画成分を使用し，寄生虫性アレルギーにお

ける組織反応度に就いて種々検索を行ない，前報におい

ては皮府反応を指標として，各抗原惹起による特異的皮

膚反応の発現状況と夫々の組織病変の態度を詳しく報告

した。そして，との様に間質に反応の場を人為的に求め

た場合においては，体腔液多糖類成分はアルサス現象に

叉，蛋白質成分はツベルクリン反応に類似を求め得る

反応態度を示すものであり，前者は，ハプテンてはある

が，血管内性抗原抗体反応を起す抗原であり，後者は血

管タ卜性抗原抗体反応を起す抗原であるととを指摘した。

T AKAO AKAMA TSU : Experimental pathological 

studies on the ascarid cavity fluid and its fract-

ions (2) About the anaphylaxis in kidney (Depart-

ment of Pathology, Osaka Medical College, Ta-

katsuki, Osaka Prefecture) 

今回は，前報において得られた成績を基礎にして，皮

府に代って，咽虫体腔液によって充分免疫された家兎の

左側腎動脈より，此等抗原を注入するととによって，－

ff11J腎にアナフィラキシー現象を惹起せしめ，夫々の場合

の腎の形態学的変化の消長を詳しく検索した。

そして，体腔液によって充分免疫された家兎において

は，何れの抗原注入によっても，注入側腎に特異的な腎

炎の発現を見たが，前報て述べたと同様，注入抗原の種

類によって発現した腎炎の反応型式に，夫々興味ある変

化と相違が見られた。此の事は，抗原の種類乃至はそれ

自身の免疫学的性質によって，惹起されたアレルギー性

炎症に自ら形態学的な差異を与えるものであることを

示している。それ故著者は，未だその例を見なかった畑

虫抗原によって発現せしめた腎炎の形態像を中心とし

て，前報の皮膚反応の形態学的検索によって得た，姻虫

体腔液並びにその分画抗原によって起るアレルギー性反

応の形態学的特具性と，各抗原の免疫学的特長を更に追

求すると共に，叉多種多様な様相を示す人体糸毛主体腎炎

のある種のものについて，その発現機構についてもいさ

さかの考察を加えてみたいと思う。

実験方法

1. 使用動物

体重 2kg～2.5 kgの健康成熟雄性家兎16羽。

2. 使用抗原

前報と同様，豚畑虫体腔液及び此れより分離した蛋白

質成好並びに多糖類成牙てある。牙画抗原作製方法は前

報と同様である。

3. 感作方法

豚姻虫体腔液を生理的食塩水にて 4倍に稀釈し，家兎

1 kg当り 0.5ccをl回誌として，週3回の割合て合計
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10回，耳静脈より注入した（即：；免疫に使用した体腔液

の1回注射畳は， 2 kgの家兎においては， 0.25 ccてあ

る〉。

」． 効果注射方法

最終感作後7日自に，各抗原 1ccを左側腎動脈より注

入した。効果注射時には，家兎を右向横位に固定し，左

側復部を広範囲に脱毛し，ヨードチンキ及びアルコール

て皮胞を消毒，滅菌した穴あき敷布て充分術部を献い，

左肋弓下より左側腹壁に約 7～ 8cmの縦切闘を加え，

後腹膜側より腎を露出， 1/s注射針をもって直視下に，腎

動脈より抗原を注入した。猶手術にあたっては，使用器

具は，充分煮沸消毒し，術者手指も逆性石鹸て消毒し

た。叉手術終了時には，ペニシリン注入を行ない，細菌

感染を厳重防止した。

効果注射後， 24時間乃至48時間して家兎を空気栓塞に

より屠殺しを臓器は，10%ホルマリン乃至はオノレト固定

の後パラフィン包埋し型の如く薄切標本とし，ヘマトキ

シリン， エオジン重染色， P.A.S染色， ワイゲノレト弾

力線維染色を施し鏡検観察した。猶標本作製にあたっ

ては，抗原注入側腎は，全縦断面を観察し得る様に作製

した。

猶対照としては，無処置家兎に同様にして各抗原 1cc 

を腎動脈に注入したもの及び10回免疫のみで効果注射を

行なわなかったもの並びに各実験家兎の右側腎を使用し

た。

実験成績

第 1群，効果注射に多糖類成分を使用した場合（No.

7 , No. 8 , No. 9 , No.10，使用動物 4羽〉

A）肉眼的所見

効果注射後24時間においては（No.7），抗原注入側腎

は，対側腎に比較し赤色調強くやや充血性てある。重量

は，左腎 8.6g，右腎 7.2gて、患仮｜！腎は，可成り腫大し

ている。被膜の剥離は比較的容易で表面は一般に平滑で

ある。しかし諸々に点状乃至は超粟粒大の出血巣を比較

的多数認める。 48時間ては，前記赤色調は消砲し，左右

共余り色調に差はない。叉重量は，No.8, No. 9におい

ては有意の差は認めなかったが，No.LOにおいては，左腎

の可成りの腫大が見られた〈左腎11.2g，右腎 8.6g）。

猶本例ては，皮質の数ケ所に粟粒大の梗塞が認められた。

B）組織学的所見

24時間後では，肉眼的に認められたと同様，腎皮質に

限局性の出血があり ，此の様な所ては，一部細尿管は変

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・ 第 4号

性乃至壊死におち入り ，糸毛主体はやや萎縮している。出

血巣以外の所ては，糸盤体は一般に軽度に腫張している。

そしてその多くは，糸毛主体毛細血管がやや拡張し，赤血

球を充満しており，時には，此等赤血球が重なり令い、

高度の血行停止像を示すものがあり，叉稀には，少数の

赤血球がボウマン氏j庄内に溢出している糸毛主体もある。

然しながら，糸毛主体蹄系内皮細胞には，増生所見を認

めるものは未だ無く，従って糸毛主体の富骸は認められな

い。かえって強い血行障碍を示す糸毛主体ては，蹄系内皮

細胞に軽度の核の濃縮を認めることがある。叉蹄系壁に

は軽度の浮腫性膨化を認める。細尿管では，前記出血巣

以外においては，一般に変化に乏しいが，所々におい

て，特に変化の重篤な糸毛主体周辺の主部細尿管には，上

皮細胞の淡明化及び軽度の願粒状変性を見る事がある。

次に輪入動脈をも含めて動脈系には，未だ見るべき変化

に乏しいが，一部静脈ては，軽度の拡張及び血行停止像

を見るものもある。

次いで48時間後においては一般に，前記糸毛主体の充血

性変化は可成り消砲している。そして多くの糸毛主体は軽

度に好葉状を呈し，蹄系壁とボウマン氏嚢上皮の癒着せ

るものも多く，叉ボワマン氏腔内に，エオジンに淡染す

る均一無構造の法出液を少量入れているものもある。し

かし，多くの糸毛主体においては，毛細血管腔は未だ軽度

に拡張しており， その中の少数の糸毛主体では，猶充血

を見るものもあるが、 叉食血性であるものも可成り多

い。しかも猶，糸毛主体内皮細胞の増生乃至富核は，何れ

の糸毛主体にも見られると云うものではないが，変化が更

に高度と思われるものにおいては， 糸毛主体の腫大， ft 
血，蹄系内皮細胞の軽度の肥大と増生，蹄系とボウマン

氏嚢上皮の癒着等所謂糸毛主体炎の像を示す糸毛主体も可成

り多い。そしてとの様な糸毛主体においては蹄系壁の浮腫

性膨化が可成り顕著なものもある。しかしかえって一部

糸毛主体蹄系においては，蹄系の変性の為に P.A.S.染色

性を減lユている様な所もある。

つまり48時間後においては，少数の糸毛主体には，軽度

に充血乃至は血行停止を残すものもあり，叉一部糸毛主体

には蹄系内皮細胞の軽度の増生胞大蹄係の軽度の浮腫性

膨化及び貧血等が見られるのが一般的な所見と思われ

る。しかし更に特長的な所見として，臨めて少数の糸毛主

体ては，所謂 Glomerulonephrose の特長を具備してい

るものが認められたととである。即ち，糸毛主体の腫大の

程度は，殆んど認められないものから軽度に腫大せるも

の等区々であるが，これら糸毛主体ては，いづれも蹄系壁
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が極度に膨化肥厚し毛細血管腔は狭少となり，内腔には

赤血球を殆んど入れていなし、。叉蹄系内皮細胞は，可成

り腫大しており ，核のクロマチン量は減じ淡明化してい

る。しかし内皮細胞の増生は見られない。そして一部糸

毛主体ては，ボワマン氏嚢腔内に少111の法出液を入れてい

る。そして叉，との様なエオジンに淡染する均一な夜性

成分が，一部糸毛主体の毛細血管腔を充填（血栓〉してい

る所もある。猶，ボウマン氏嚢上皮の増生，胞厚等は未

だ認められない。次に細尿管の変化は，必ずしもびまん

性てはないが，24時間後と同様，糸盤体の変化の高度な

ものの周聞においては，上皮の淡明化，頼粒状変性時に

硝子滴状変性が見られる。そして一部細尿管ては少数の

上皮の脱落が認められるζ とがある。内腔には，少数の

裂状物乃至は，極めて薄い硝子様物質を入れているもの

もあるが，主に上部細尿管に限られ，下部ネフロンては

一般に変化に乏しい。しかし，既に肉眼的にも認められ

た様に，No.10においては，皮質の数ケ所に明瞭な限局

性の貧血性梗塞があり ，此の部においては，糸毛主体は未

だその構造を保持しているが，細尿管は，核の消失及び

均一質無構造化し，可成り広汎な壊死におち入っている。

しかし周囲に白血球の反応は無い。猶との例において

は，諸々の細尿管内に，やや濃厚な硝子様物質を入れて

いるものも比較的多数認められた。

最後に血管系の変化としては，比較的大きな動脈系に

は著変はないが，小動脈においては，可成り高度の内皮

細胞の増生及び肥大及び一部ては，壁からの軽度の剥雑

状態が観察された。叉輸入動脈においても内皮細胞に可

成りの乱れを認めるものもある。猶静脈系の変化24時間

後のものと略々同様である。

第 2群，効果注射に蛋白質成分を使用した場合（No.

4 , No. 5 , No. 6 ，使用動物 3羽う

A）肉眼的所見

効果注射後24時間（No.4）及び48時間においても全

例とも左腎は右腎に比し灰白色の色調やや強く合血性

てある。重量は，No.4, No. 6においては左右共余り

差はないが， No. 5ては，左腎は軽度腫大している（左

8.0 g，右 7.4 g）。しかし，全例共剖検時被膜の剥離は

容易であり，出血乃至は梗塞様変化は認められない。

B）組織学的所見

24時間後（No.4）においては， 糸毛主体の多くは軽度

に腫大し，蹄系壁は，ボウマン氏嚢上皮と強く癒着してい

る。叉糸毛主体蹄系相互間の癒着も普ifil!的に認められる。

多くの場合蹄系壁は，可成りの膨化を示し，糸毛主体毛細血

( 171) 
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竹腔は狭細となっている。然し，一部糸毛主体では，毛細

血管腔の一部が高度に拡張し，内腔に，少数の融解した

赤血球を含んだエオジンに淡染する均一物質を充満して

いるものもある。そして時には，此の様な液性成牙が蹄

系壁に浸淫し蹄系の硝子様膨化乃至は硝子様変性が認め

られる所もある。叉多くの糸毛主体には，蹄系内にフイプ

リン様の血栓が見られ，変化が更に高度の場合には，糸

毛主体蹄系の一部乃至は過半が完全に壊死におち入ってい

るとともある。糸毛主体内皮細胞の増生は余り顕著ではな

いが，腫大は可戎り認められる。此の様な糸毛主体は，一

般に強く貧血性，時に無血であり，殆んど例外なく多数の

偽好酸球乃至は好酸球の集積があり，此の為糸毛主体は全

て，高度に富核の状態を示している。更に此の法出多核

白血球は，糸毛主体ばかりでなく，ボウマン氏嚢周聞にも

遠出し，更に周囲細尿管周囲間質に迄及んでいる。

ボワマン氏謹上皮の増殖は未だ認められず，叉ボウマ

ン氏嚢腔内の液性成牙の貯溜は，余り顕著てはない。然

し稀ではあるが，ボワマン氏嚢腔内に出血が見られると

ともある。

細尿管は，変化の高度な糸毛主体周囲ては，腔が軽度に

拡張し，中に少量の硝子様物質を入れている。叉その上

皮は，やや淡明化するもの叉，頼粒状の変性におち入っ

ているものも多く，一部細尿管上皮ては硝子滴状変性が

著明て胞体内に P.A.S強陽性のやや組大な顎粒を比較

的多数認めるものもある。此の様な変化は，主部細尿管

に限られ下部ネフロンには変化に乏しい。

次に血管系ては，静脈に軽度の拡張が見られ中に赤血

球を充満する様なものもあり，乙の傾向は，時に皮髄境

界部血管に見られるが，動脈系ては変化に乏しい。

48時間後においては，糸毛主体の変化は，24時間後より

更に高度となり d 糸盛体の腫大の程度は，可成り増加し

ている。本質的な変化は 24時間後のものと変りはない

が，変化が顕著に表われた糸毛主体においては，内皮細胞

の増生の可成り著しいものがあり ，その多くは元来の形

態を失なって強く紡錘形を呈して来ている。そして糸毛主

体全体としては，岡林（1956）の云う蹄系の網胞化を示

し重篤な変化を蒙っている。叉多数に集積した白血球に

は，崩壊を示すものも多い。その他一部糸毛主体輸入動脈

にフィプリノイド壊死が見られる乙ともある。

糸毛主体の変化が高度であるに従い細尿管の変性も強く

所によっては，上皮細胞の胞体が脱出レ恰も植物細胞様

の所見を呈するとともある。叉間質性腎炎の程度もやや

高度となる。 血管系の変化は，24時間後のものと変りな
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く，叉間質の増生所見は未だ無い。

第 3群， 効果注射に体腔液を使用した場合（No.l, 

No. 2, No. 3, No.11, No.12，使用動物 5羽う

A）肉眼的所見

本群においては，何れの例も，左右腎に形態上有志の

差を認めなかった。

B）組織学的所見

前二群と異なり木群ては，意外な程有意の所見に乏し

い，即'i:JNo.11 J；：タトては，各例共，急性の糸毛主体炎を思

わしめる像はない。但し極めて少数の糸盤俸において

は，糸毛主体の荒廃，萎縮，硝子化の過程を示すやや慢性

の変化を呈するものがあるが，此等は，24時間前乃至は

48時間前に行われた惹起注射による変化ではない事は明

白である。その他時に表層に近い紺l尿管に混濁腫張を思

わす所見を見る事もあるが，一般に細尿管にも著変はな

い。しかし， No.11(24 r時間後〉においては，可成り興

味あるやや高度な変化が認められた。

即1う，糸毛主体は，諸所において服大し，糸毛主体蹄系の

ポウマン氏嚢上皮と癒着せるものも多い。糸毛主体蹄系

は， 軽度に膨化し， 内皮細胞（及びメサンギュウム細

胞〉は可成り腫大している。そして核はやや淡明化に傾

き泡沫状に見えるものも多数ある。しかし，内皮細胞の

増生は余り見られないが，多くの場合，糸毛主体に偽好酸

球乃至は好酸球の可成りの集積が見られ，糸毛主体は一般

に富核の状態を呈する。叉稀ではあるが，蹄系の一部に

壊死を見ることがあり，この様な所ては，浸出白血球に

核破砕が認められる。 P.A.S.染色ては，蹄系基底膜に

未だ肥厚を認めないが，刻－照例と比較すれば，やや組剛

に見える。猶，この様な糸毛主体は一般に貧血を呈する。

更に本例に特長的な所見は，多くの糸越体において，

ポウマン氏嚢腔が高度に拡張しており，内腔には，やや

濃厚は硝子様物質を多量に入れており，此の様な硝子様

円柱は，主部細尿管は勿論下部細尿管にも充満してい
『

Q 。
此の為細尿管は腔が拡張し，上皮はやや屑平となり，

高度の願粒状変性及び硝子滴状変性におち入っている。

叉一部細尿管には，壊死も認められる。

更に細尿管周囲間質には，多数の多核白血球の浸潤が

見られる。

しかし，上記の様な変化は，必ずしもびまん性には表

われず，病巣は恰も層状乃至帯状に拡がっている様に見

える。

猶血管系には，著変は認められなかヮた。
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第 1表 肉眼的及び組織学的所見

実 験 群 1 2 3 対 照

免 疫 体腔液体陸液体腔液体腔液／
多糖類 ／／  

惹 起 成 分 蛋 白 質 体 腔 液 ／ ら 抗 原
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第 4群，対照例

1）無処置家兎v~ ， 各抗原の 1回注入を行なった例

(No.13, No.14, No.15) 

( 172) 
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全例共認、むべき変化はない。叉抗原の種類による病変

の相違も認められない。但し，蛋白質性物注入例に，向＝

に蹄系の浮腫性膨化を見ることがあるが，特異的な変化

とは云い難い。

2) 活動性免疫のみにと三めた例， (No. 16）及び各

例の右側腎所見。

此の群の変化は，何れ第3報において詳しく述べる積

りであるが，大多数の糸毛主体は，略々健全であり，正常

構造を維持している。然し，所々の糸珪体においては，

可成りの萎縮，基底膜の肥厚及び蹄系の硝子様化，時に

ボウマン氏嚢の軽度の線維性肥厚等，やや慢性の変化を

示す糸毛主体が散見される。然し，決して，先述の様な急

性炎症の所見を見るものはない。此等の所見は，たまた

ま健康と思われる家兎においても見出し得る偶在性の変

化を含む可能性もあるが，その多くは，体腔液の頗回耳

静脈注入によって生じた変化の述隔成績を示すものであ

ると解釈している。

総括及び考按

人体の所謂びまん性糸毛主体腎炎が，アレルギー性起源

を有する病変であるととは，既に明白な事実てある。此

れを実験的に裏付けたのは，一種の逆アナフィラキシー
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此の様な意味において，木実験によって得られた腎炎

は，多糖類成牙注入例ではある程度びまん性とも云える

変化てあるが，一般に必ずしもぴまん性とは云い難く ，選

択的に犯された糸毛主体と，略ぇ正常に近い糸毛主体の混在ー

する，所謂厳密な意味ての局所性糸毛主体腎炎てある。し

かしながら病変の拡がりは決して限局性ではなく，腎全

割面に平等に犯された糸毛主体が散在する。そして，対照

例には，此の様な病変が全く欠如するととから，木実験

によって得られた腎炎が，アレルギー性起源に基ずく変

化が主体てあることは勿論であり ，叉実験目的が必ずし

も，びまん性糸毛主体腎炎の作製が必須の課題ては無いが

故に，本実験成績が，本来の研究目的と充牙合致した役

割を果すものであると信ずる。

今日，糸毛主体腎炎が，糸盤体毛細血管炎を主体とする

アレルギー性病変て、あるととは既成の事実であるが，其

の基木病変と目されるものは，岡林 (1956）によれば，

糸毛主体毛細血管蹄系の血行停止と壊死，蹄系の網胞化及

び蹄系壁の浮腫性膨化であると云われ，此の他，比較的

？？遍的な病変として，糸毛主体の1重大，富核〈蹄系内皮細

胞〈叉はメサンギユウム細胞〉の肥大増生及び多核白血

球の集積〉，糸毛主体の貧血， 線維素血栓等があげられ，叉

を利用した馬杉 (1931）のネフロトキシン腎炎が最初て、 ・結節性動脈周囲炎との合併も多いとされている。そして

ある。とれ以後，岡林（1940），亦松 (1942）等も犬々の

方法において，人体びまん性糸盤体腎炎と同様な変化を

実験的に作製することに成功している。然し，此れ以前

乃至以後においても，多数の研究者により ，種々な抗原を

用い，色々な方法て，実験的糸毛主体腎炎の作製が試みら

れて来たが，其の多くは，厳密な意味ての局所性糸毛主体

腎炎であった。此の中には，しかし，充分アレルギー性

綴序によって起った変化であることを容認出来るものも

多い。乙の事は，所謂，びまん性糸毛主体腎炎の発現機序

には，其の条件を満足せしめる為の一種の技術的操作が

要求されるζ とを示している。それでこそ，馬杉の臓器

特異性を利用した何回かの反覆注射が必要であり，岡林

の弱い慢性感染巣の存在が要求される所以である。しか

し此の中でさえも，人体糸毛主体腎炎に見られると同様に

巣状に発生する腎炎〈岡林，1940），或はびまん性であっ

ても，糸毛主体病変に判然と時間的な差を見出すものも多

いことは，上述の可能性を充牙首肯せしめる事実であ

り，本実験においても，抗原を大量に徐々に与えるか，

若しくは反覆注入することによって，充牙びまん性の変

化を発現せしめ得る可能性を哀付けるものである。

( 173) 

此等の変化の組令せ，或は経過等により ，多数の学者が多

種多様な牙類を試みている様に，個々の病変の表われ方

も叉複雑てある。 しかし此れを形態学的な特長から，

急性期のもののみを大雑把に牙けて見ると，所謂法出

型，増殖型，変質型（Allen.1951）或は，Nephritische

Glomeulonephritis及び Nephrotische Glomerulone-

phritis （浜本，1958）等がある。

後者に就いては，浜本は，赤血球抗原を使用して腎に

活動性アナフィラキシー及び逆アナフィラキシー現象を

惹起せしめ，その形態学的変化を詳しく報告している。

乙れによると，活動性アナフィラキシーの場合には，糸

毛主体に多核白血球の集積を伴う所謂 NephrotischeGlo-

merulonephritisとして表われるが，逆アナフィラキシ

ーの場合には，主として，蹄系の浮腫性JJ彰化及び蹄系内皮

細胞の肥大を初期変化とし，後期に内皮細胞の増生を伴

なう所謂 Nephrtische Glomerulonephritisとして具現

されると述べている。そして叉後者の病変は，子府腎に

も一連の類似性を求め得る変化てあるとし，これを血管

内性抗原抗体反応による組織障碍のカテゴリ ーに合め，

前者は逆に，血管外性抗原抗体反応の関与した変化てま
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ると述べている。此の中，子腐の病理発生に就いては，

多くの学説があり ，これを一種の中毒症状と見倣す学者

も多いととは勿論である。然し最近ては，とれを過敏現

象として説明し様とする学説が極めて有力てある。即

ち，前記馬杉の系統的広汎な研究及び，真柄 (1958），加

来 (1952),山田（1939）等多数の研究等に見られる成

結は，強く此れを裏書きするものである。

予知］腎に特有な変化と云われるものは，Fahr(192心，

Bell (1932）等によれぼ， 当然変化の主体は糸毛主体にあ

り，糸毛主体蹄系の膨化肥厚，毛細血管内腔の狭細化及び

無血であり ，糸毛主体の腫大は無いか軽度，叉内皮細胞核

の増加も，千千通は見られないが，時には可成りの程度の

ものも見られるととがあるとしている。しかし Fahrは

ζ れを一種の変性現象と見倣して糸毛主体症と呼んだが，

著者は，此の言葉は不適当であり，Bell，馬杉等と同U

く，これを糸毛主体腎炎と規をーにするアレルギー性組織

障碍であると解釈すべきものと信じている。

さて， ここで本実験によって得られた腎炎の組織変

化を再検討すると，先ず姻虫体腔液の蛋白質設分の腎動

脈内注入によって発現した腎炎は，先にも述べた通り，

当然変化の主体が糸盤体にある。即ち， 糸毛主体の多く

は，可成り腫大し，蹄系相互間及びボウマン氏嚢と癒話

せるものも多い。此のI様な糸毛主体は，強く賛血性であり

無血のものも多く ，叉線維素血栓，時に硝子様の血栓を見

るととも多い。そして糸強体蹄系の一部が完全な壊死に

おち入ったものもあり ，叉蹄係の著切な網胞化を示す.ill

篤な変化を蒙ったものも多い。そして此等の糸毛主体に

は，例外なく多数の多核白血球の集積が見られ，更に，

ボウマン皮嚢腔内及び嚢周開に迄，o その浸潤が波及し，

叉細尿管周囲間質にも浸潤が見られ，一種の間質性炎の

像を示す所もある。そして，叉此等の続発性変化とし

て，配下主部細尿管には，上皮の淡明化，願粒状変性並

びに硝子滴状変性も見られ，内腔には，少量の硝子用物

質を入れている。

以上の変化は，軽度の間質性腎炎の他に，先述の典型

的急性糸毛主体腎炎の形態像に全く酷似し，その基木病変

を充分満足せしめる変化を示すものであり，次に述べる

多糖類成牙の腎動脈内注入によって得られた所見とは，

可成り趣きを異にしている点，大いに興味深い。

次に，多糖類成分注入によって発現した腎炎の形態学

的変化を観察すると，其の最も特長的な変化は，注入側

腎皮質の諸所に見られる出血壊死及びやや広汎な貧血性

梗塞性の変化てある。そして。出血巣及び梗塞部と健康
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部との境界或は，その附近に，殆んど多核白血球の浸潤

を伴なっていないことも叉特長と云える。叉此れと略ぇ

同質の変化として，腎糸毛主体は，可成りびまん性に変化が

見られ，初期には，その多くは1重大し，強い充血及び血行

停止，時にボウマン氏盛腔内への赤血球溢出等高度の血

行障碍に基ずく変化を示す。しかし，蹄系内皮細胞の増

生は未だない，此れが48時間後になると，前記充血性変

化は可成り消槌を示し，蹄系はやや浮腫性膨化を示し，

時に粗剛な感じを与え，そむ為糸毛主体の多くは分葉状と

なる。此の頃には，一部糸毛主体ては，蹄系内皮細胞核の

軽度の腫大及び増生傾向が認められる様になって来る。

然し，との半面糸毛主体蹄系が強く膨化肥厚し．糸毛主体は

殆んど無血て、，内皮細胞核の腫大は認められるが，増生

の余り顕著てない糸毛主体も見られ，此の様な所て、は，主

部細尿管に，!fJ」粒状変性乃至硝子滴状変性が認められ

Q 。
店I：！；，，多糖類成長子注入例においては，皮質のfi血性梗

本及び一部糸毛主体の Glomerulonephrose V•こ見られる子

府腎様の変化，加うるに皮質の出血，及び Nephrotis-

che Glomerulonephritis 乃至は軽度の Proliferative

Glomerulonephri tisの性格をもったやや複雑な変化を

示して来る。

此の様に，蛋白質成分注入例と多糖類成好注入例との

聞には，惹起された腎変化に明らかな差異が認められ，

此の事は逆に，アレルギー性組織障碍として表われる種

々な変化の多くは，それに関与する抗原の性質乃至は種

類によって決定されるととを予測せしめるものである。

著者は，前報において，畑虫体腔液並びにその蛋白質

成分及び多糖類成分を使用し，夫々によって発現せしめ

た特異的皮膚反応の態度について，詳細な肉眼的並びに

組織学的観察を行ない，畑虫体腔液多糖類成分は，所

謂，Serotrop型抗原に属し， 血管内性抗原抗体反応を

起す抗原てあり，逆に蛋白質成分は，所謂 Histiotrop型

抗原であって，血管タ卜性抗原抗体反応を起す抗原てある

ととを指摘した。此の様な観点から，本研究における実

験成績について更に考察を進めると，前記蛋白質成分注

入によって発現した変化の中，軽度ながら認められた間

質性炎は，木抗原の性質から考え，恐らく当然の変化で

あると思われ，此処ては最早説明の必要もない。次に糸

毛主体に見られた変化を説明する為には，少しく糸毛主体の

情造特に糸毛主体間質と云われるものについて考察してみ

たい。

Jones (1956）は，最近，“糸毛主体は，その最小単位の

( 174) 
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毛細管腔は，上皮，上皮性基底膜及び内皮基底膜，内皮

て閉まれ， 両基底膜下には， 内皮下腔と 呼ぶ腔所があ

り，とれは，毛細管聞の毛細管問腔にある Mesangial

cellに述なっている。叉 Mesangialcellは糸毛主体血管

祁周囲の上皮基底膜に囲まれ，内皮基底膜タ卜にある Mes-

angiumと述続し， 以上の三者が内皮基底膜タ卜 ・上皮基

底膜内の糸毛主体間質系を形成する。猶上皮基底膜は，血

作極て反転し，細尿管基底膜に移行するボウマン氏装タト

葉基底脱に述続している。”と述べている〈矢島氏論文

より引用〉。乙の様にして形成されている糸毛主体間質系

は叉，基底膜を通む辿続性にボワマン氏霊長タ卜葉及び尿制！

？？基底膜に述なっており ，此の観点からすれば，本実験に

よって得られた糸毛主体の多核白血球の集積，ボワマン氏

設周囲の浸潤及び細尿管周閣の浸潤は，全て一義的に構

成されている此等間質系の系統的な炎症であるととが向

ずと理解されるものである。

故に，前記 Jones及び諏訪も述べている如く，木糸

を色体の炎症は，全身各臓器の炎症と同様に，叉前報にお

いて述べた皮膚の炎症機転と同様に，全て血管外間質系

に表われた炎症性反応と理解出来る訳である。

次に， との様にして高度の変化を蒙った糸盤俸は，

当然生体それ自身の反応として改築機転が始まり，Me司

sangiumの炎症性組織融解と，内皮性細胞増殖により ，

藤本 (1954)の云う内皮性の細網構造化となって表われ

てくるものと思われる。

そして，更に変化が高度て，E帝系に壊死が見られる様

な糸毛主体においては，最早改築機転は失われて，糸越体

の荒廃及び硝子様化への過程をたど、って行くものと想像

される。

次に，多糖類成牙注入によって惹起された腎変化につ

いて考察すると，最近坂 (1958）は，全身性シュワノレツ

マン現象発現時の腎変化を詳しく述べた報告をしている

が，此の様な場令の腎の組織変化が，子府腎の変化と概

めて類似しているととは，馬杉，真柄も指摘している所

であり，叉浜本は，先述の自己の実験成績から推して，

全身性シュワノレツマン現象発現時における腎変化は，血

管内性抗原抗体反応によって起し作るものではないかと

述べている。

此の様に，強い血行障碍に起因すると思われる出血性

乃至梗塞性変化を特長とする子府腎叉は，全身性シェワ

ノレツマン現象発現時における腎変化が，アレノレギー性機

序の大いに関与した病変てあり ，市も血管内性抗原抗体

反応の因子が重要てあるととは，比較的明白な事実てあ
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ると，思われる。

此の様な観点かちすれば，本実験における前記の腎皮

質出血は，全身性シュワルツマン現象発現時における

Gerber (1936）の第JI型に属する変化であり ，叉梗塞

を伴なった糸毛主体制尿管ネフローゼとしての変化は，同

様，Apitz(1934）の第E型と全く同質の変化と云える。

そして，この様な変化が，子痢腎と大いに類似性を求

め得る変化であることは先にも述べたが，一般に子痢腎

における皮質壊死は，貧血性梗塞様変化として表われ，

その糸毛主体に強い血行障碍に起因する変化を示す点から

見ても，本実験における変化と共通性を有する点が多

い。そして叉，この様な病変が，浜木，坂の赤血球抗原

を使用した活動性及び逆アナフィラキシ一実験において

も発現しているととは，此等一連の組織反応機構に強い

類似性を見ることが出来，そしてその何れもが，血管内

性抗原抗体反応に起因すると思われる病変である点大い

に意義が深い。

次に糸毛主体の変化は，初期の充血及び血行停止，後期

の蹄系壁の浮腫性膨化及びft血，内皮細胞の腫大，時に毛

細血管腔内の血栓等，何れも糸盛体の血行障碍及び炎症

に起因する変化を示し，基底膜の粗剛fr.を示すのみで，

未だ高度の肥厚が無いとと以外は，Allenの変質型若し

くは，子府腎に強い類似性を認めうるものであると思わ

iiる。

此の中基底膜の肥厚については，最近Pappas(1958} 

も述べている様に，炎症の初期には表われないものの様

である。叉小動脈に見られた内皮細胞の増生及び壁から

の剥離状態は，血管内性抗原抗体反応の性質上，当然血

第 2 表
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管内膜に最初の侵襲が来た為に，内皮下の浮腫及び増殖

性内膜炎の形をとって来たものと忠われる。

以上，組織親和性抗原と思われる阻虫体腔液質白質成

恐並びに血清親和性抗原と目される畑虫体腔液多糖類成

長子によって発現した腎炎の夫々の特長と，両者の形態学

的な差異について詳述し，前者によって発現した Nep-

hritische Glomerulonephritisが血管外性抗原抗体反応

によってもたらされたものであり，叉後者によって発現

した Nephrotische Glomerulonephri tis及び腎皮質の出

血及び梗塞が，血管内性抗原抗体反応の結果である ζ と

を明らかにした沢である。

此処において想起されるととは馬杉教授が岐に， 10年

前糸毛主体腎炎と子病腎を共にアレルギー性起原の病変に

おき，その差は，抗原の性質の差による抗原抗体反応の

相迫によるちのではないかと指摘していることであり，

此の点大いに先人の偉大さをたたえると共に，その仮説

の一半を此処に証明するととが出来たととを少なからぬ

喜びとする次第である。

最後に，体腔液自身の腎動脈注入によっては，使用動

物 5羽巾，明確な急性糸毛主体腎炎を発現したものは，僅

かに一例であった。とのことは，体腔液を血管内に注入

しでも，著しい変化を招来するととが困難である乙とを

予測せしめている。現に，通常の血清を使用するより

も，その分画抗原例えばグロプリン分画抗原等は，より血

管障碍性が強い事実が知られているが，姻虫体腔液も，

その抗原の性質上，これと全く同様な関係におかれるも

のではないかと想像される。そして，間質に注入された

場合と血管内に注入された場合における病変の差は，抗

原自身の性状，局所における停滞時間，組織への親和性等

色々な因子に左右されるものであると考えられ，此の点

に関しては，今後多くの実験研究により解明して行き度

いと思っている。しかし，唯一例に発現を見た糸毛主体腎

炎は，強い血管透過性の冗進の見られる点前二者とは少

し趣きを異にするが，多核白血球の糸毛主体への集積及び

ポウマン氏嚢同囲への浸潤更に間質d性炎を呈するとと等

蛋白質成分注入例と同質の所見を呈し，血管タト性抗原抗

体反応としての因子の強いととは，前報の皮府反応の成

績とよく一致した所見であると思われる。

此処て，此等畑虫体腔液抗原が，間質結合織（皮膚〉，

血管内（腎〉に注入された場合の活動性アナフィラキシ

ーによる変化を系統的に図解し，解析してみた。此等畑

虫抗原の病理組織学的な立場から見た免疫学的性質がと

，れによってよく理解されると信ずる。

［寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 4号

結論

1. 豚咽虫体腔液て充分免疫した家兎の腎動脈内に，

胴虫体腔液及びその蛋白質成牙並びに多糖類成分を注入

し，家兎腎に活動性アナフィラキシー現象を惹起せし

め，その組織学的変化を洋しく観察すると共に，此等の

組織病変を通Uて姻虫体腔液及びその分画成分の免疫学

的性質の解析を行なった。

2. 体fl空液免疫家兎に蛋白質成分を注入した場合に

は，NeperitischeGlomerulonephritis及び Interstitie・

lle nephritisを発現し，多糖類成分注入例ては，皮質の

出血乃至はft血性梗塞並びに小動脈内皮細胞の増生を伴

なう Nephr叫 ischeGlomerulonephritisが発現する。叉

体腔液注入例では，蛋白質成分注入例に略々類似の組織

変化を呈するが，牙画成牙注入例に比し腎炎の発現煩度

は極めて低い。

3. 此の場合多新類成分注入例における腎変化は，人

体子廟腎並びに全身性シュワルツマン現象発現時の腎変

化に酷似し，血管内性抗原抗体反応によって発現したも

のであり，此れに刻し g 蛋白質成牙注入例における腎変

化は，血管外性抗原抗体反応の関与した変化てあるとと

を指摘した。

4. 此の結果から見て，畑虫体腔液多糖類成牙は，血

清親和性抗原抗体反応を起す抗原（Serotrop型〉であ

り，蛋白質成長子は，組織親和性抗原抗体反応を起す抗原

(Histiotrop型）に属するものであると思われる。叉体

腔液は蛋白質成牙の性質を優位に発現するものと忠われ

る。

5. 最後に此等畑虫抗原の免疫学的性質と其等が前報

の間質（皮膚〉並びに今回の血管内〈腎〉に惹起注射さ

れた場合のアレルギー性組織病変を系統的に統一し，簡

単に模式図に示して此等の相互関係を解析して見た。

稿を終るに当り，終始御指導並びに御校聞を賜った

浜本教授に衷心より深謝致します．又腎動脈注入手投に

関し御助力を賜った泌尿器科石神教授に謝意を表しま

す．

備本論文の要旨は， 第 28回日本寄生虫学会総会に於

いて講演発表した．
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Summary endothelial cells. 

An experiment was made on the allergy of 

parasite using the body fluid of pig ascaris. 

On the contrasy, the histological changes of the 

kidney in which the body fluid were injected, 

showed similar to those in cases using the protein 

fractions, but the body 自uid did not arise the 

glomerulonephritis so much frequent as each fr-

actiohs. 

The author devided it into two fractions, which 

were protein fractions and polysacharide one. 

Rabbits were sensitized with body fluid and the 

provocative injection was made into left A. renalis 

with protein fraction and polysacharide one. 

In the histological examination of the kidney, 

in which protein fractions were injected, nephritic 

glomerulonephritis and interstitial nephritis were 

revealed, but in which polysacharide fractions 

were injected, nephrotic glomerulonephritis were 

revealed accompaning with hemorrhage, anemic 

infraction in cortex and hyperplasia of arteriolar 

Consequently, the changes occured by the injec-

tion of protein fractions, are resulted the extra-

vascular antigenantibody reaction by the histiotro‘ 

pie antigen, and changes by the polysaccharide 

fractions are similar feature in cases of eclampsia 

and generalized Shwartzman reaction, and are due 

to the intra句vascularantigen-antibody reaction by 

serotropic antigen. 

附図説明

1）皮質の出血．

多糖類成分注入， 24時間後， H.E.染色. 10×10. 

2）皮質の貧血性梗塞，多糖類成分注入， 48時間後， H.E.染色， 10×10.

3）糸珪体及び輸入動Wkの著明な充血並びに血行停止像，多糖類成分注入， 24時間後， H.E.染色， 10×40.

4）糸巷体蹄係の肥厚，内皮細胞の腫大，糸強体の貧血（NephrotischeGlomerulonephritis）その他，ホ、陸

内には少量の渉出慨が見られ叉細尿管上皮にも変性が強い．多糖類成分注入， 48時間後， H.E.染色，

10×40. 

5）向上，糸毛主体の腫大の高度なもので軽度の富核を伴う．多糖類成分注入， 48時間後， H.E.染色，

10×40. 

6）小動脈（Arteriolen）内皮の増生と軽度の孝iJ離像，多糖類成分注入， 48時間後， H.E.染色， 10×40.

7）糸巷体の貧血， 多核白血球の集積， 蹄係の浮腫怯膨化及び一部蹄係の壊死（NephritischeGlomelo・

nephritis）細尿管上皮には硝子滴扶変性等変性所見強〈，内陸には硝子様円柱を入れる．蛋白質成分注

入， 24時間後， H.E.染色. 10×40. 

8）糸毛主体蹄係の広汎な壊死及び、血栓，その他，ボウマン氏嚢周囲の多核白血球の浸潤，蛋白質成分注入，

48時間後， H.E.染色. 10×40. 

9）糸毛主体の高度の腫大，蹄係相互間及び蹄係とボウマシ氏嚢との癒着，著明な富核，貧血，蛋白質成分

注入， 48時間後， H.E.染色， 10×40.

10）細尿管上皮に変性強〈，硝子様円桂を多数に認証うる．体腔液注入， 24時間後， H.E.染色， 10×10.

11）糸毛主体の腫大，蹄係の浮腫性膨化，多核白血球の集積，内皮細胞の腫大，ボウマシ氏嚢陸内に充満し

た硝子様物質，体腔液注入， 24時間後， H.E.染色．

12）下部細尿管の多数の硝子様円柱，一部細尿管上皮の壊死，及び硝子滴状変性，間質の多核白血球の浸

潤．体腔液注入， 24時間後， H.E.染色，
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